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船
橋
市
議
会
は
昨
年
11
月
13
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
2
0
2
5
年
第
4
回
定
例
議
会
を
、
年

明
け
1
月
15
・
16
日
に
は
2
0
2
6
年
第
1
回
臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
4
回
定
例
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
市
立
施
設
を
民
間
事
業
者
に
管
理
運
営
さ
せ
る
議
案
や

職
員
の
給
与
改
定
、
議
員
や
市
長
の
期
末
手
当
を
増
額
す
る
議
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
公
共
施
設
を
民
間
企
業
の
儲
け
の
場
に
提
供
す
る
よ
う
な
指
定
議
案
や
市
長
や

議
員
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
の
条
例
に
は
反
対
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
給
食
費
の
食
材
高
騰

分
を
助
成
す
る
補
正
予
算
は
あ
り
ま
し
た
が
、
物
価
高
で
苦
し
む
市
民
へ
の
支
援
策
は
な
く
市

民
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
1
回
臨
時
議
会
は
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
物
価
高
か
ら
市

民
を
守
る
内
容
か
ら
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

午後１時
～４時

13月13日（金）
14月14日（火）

　

第
１
回
臨
時
議
会
で
は
、
国

の
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
使
っ
て
市
民
一
人
当
た
り

４
０
０
０
円
の
現
金
給
付
と
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
住
民

税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対

し
１
世
帯
１
万
円
の
加
算
給
付

を
行
う
議
案
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
独

自
の
財
源
を
使
っ
た
上
乗
せ
分

は
な
く
、
長
引
く
物
価
高
騰
で

苦
し
む
市
民
に
対
し
、
十
分
な

支
援
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
が
繰
り
返
し
議

会
で
求
め
て
き
た
エ
ア
コ
ン
購

入
費
助
成
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
エ
ア
コ
ン
設
置
が
で
き
な

い
世
帯
に
対
し
、
実
支
出
額
か

10
万
円
を
限
度
に
助
成
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
ま
ず
エ
ア
コ
ン
を
購

入
し
、
領
収
書
を
市
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
立
て

替
え
払
い
が
困
難
な
世
帯
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
貸
付
け
を
利

用
し
て
も
ら
う
」
と
言
う
の
が

市
の
提
案
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
日
本
共
産
党
は
「
社
協
の
貸

付
け
は
時
間
が
か
り
す
ぎ
る
た

め
市
内
業
者
に
協
力
を
仰
ぎ
、

購
入
助
成
券
を
発
行
し
、
立
て

替
え
払
い
な
し
で
購
入
で
き
る

方
法
を
検
討
す
べ
き
」
と
提
案

し
ま
し
た
。
「
県
社
協
に
協
力

を
お
願
い
す
る
」
と
の
答
弁
が

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
や
エ
ア
コ
ン
は
、

命
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
申
込

期
間
が
３
月
か
ら
５
月
と
短

く
、
日
本
共
産
党
は
助
成
制
度

の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
子
育
て
応
援
手

当
を
使
っ
た
、
児
童
手
当
受
給

者
に
対
し
、
児
童
一
人
当
た
り

２
万
円
の
支
給
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

船
橋
市
は
今
年
、
国
民
健
康

保
険
料
と
下
水
道
料
金
を
値
上

げ
す
る
予
定
で
す
。
千
葉
県
も

水
道
料
金
の
２
割
値
上
げ
を
決

め
て
お
り
、
市
民
の
家
計
は
さ

ら
に
圧
迫
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
国
保
料
を
２
０
１
８
年

度
か
ら
値
上
げ
し
、
昨
年
度
ま

で
の
負
担
増
は
加
入
者
１
人
あ

た
り
年
１
万
７
千
円
で
す
。
さ

ら
に
国
保
料
を
抑
え
る
た
め

の
市
税
投
入
を
な
く
そ
う
と
、

国
保
・
下
水
道
・
水
道
　
三
大
値
上
げ

　
物
価
高
騰
の
も
と
　
許
さ
れ
な
い
暴
挙

民
間
へ
の
業
務
委
託
や
施
設
の

「
※
指
定
管
理
者
」
制
度
の
弊
害
が
次
々
明
ら
か
に

苦
し
い
家
計
に 

わ
ず
か
な
給
付
金

第
１
回
臨
時
議
会

２
０
２
５
年
第
4
回
定
例
議
会
・
２
０
２
６
年
第
１
回
臨
時
議
会
開
か
れ
る

市
民
の
実
感
か
ら
ほ
ど
遠
い

 

物
価
高
騰
対
策  

市
独
自
支
援
な
し

松崎 さち
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２
０
３
０
年
度
ま
で
あ
と
３
回

も
値
上
げ
す
る
計
画
で
す
。

　

共
産
党
は
国
保
加
入
者
の
き

つ
い
生
活
実
態
を
示
し
、
値
上

げ
中
止
を
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
非
常
に
厳
し
い
負
担
と
認
め

つ
つ
も
、
制
度
維
持
が
大
前
提

と
強
弁
。
健
康
部
長
は
市
税
投

入
が
「
国
保
加
入
者
以
外
の
市

日本共産党から船橋市役所前で新年のご挨拶。右から、岩井
市議、玉ほり若者暮らし相談室長、金沢市議、かなみつ市議、
神子市議、松崎市議、丸山県議

　

昨
年
９
月
、
芝
山
西
小
学
校

の
給
食
調
理
業
務
の
委
託
先
で

あ
る
キ
ョ
ウ
ワ
プ
ロ
テ
ッ
ク
株

式
会
社
が
、
調
理
員
の
細
菌
検

査
結
果
を
改
ざ
ん
し
て
い
た
こ

と
が
発
覚
、
さ
ら
に
調
理
業
務

の
責
任
者
が
無

断
欠
勤
し
調
理

業
務
が
で
き
な

い
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
市
教

育
委
員
会
は
、

同
社
と
の
芝
山

西
小
学
校
の
調

理
業
務
委
託
は

契
約
解
除
し
、

委
託
業
者
を
変

更

し

ま

し

た

が
、
他
に
も
５

校
の
調
理
業
務

を
キ
ョ
ウ
ワ
プ

ロ
テ
ッ
ク
に
委

託
し
た
ま
ま
で

す
。

　

船
橋
市
は
学

校
給
食
調
理
業
務
を
２
０
２
４

年
度
か
ら
直
営
を
す
べ
て
廃
止

し
、
す
べ
て
民
間
委
託
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
悪

質
な
業
者
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
態
を
招
い
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
子
ど
も
た
ち
の

給
食
を
安
全
で
安
定
的
に
実
施

す
る
た
め
、
直
営
を
復
活
し
学

校
給
食
の
質
を
確
保
す
る
た
め

の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保

す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

運
動
公
園
・
法
典
公
園
は
美

津
野
（
株
）
が
代
表
の
グ
ル
ー

プ
が
５
年
間
で
20
億
円
の
指
定

管
理
料
を
市
が
支
払
う
契
約
で

す
。
船
橋
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
セ

ン
タ
ー
は
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ

（
株
）
が
代
表
の
企
業
グ
ル
ー
プ

に
３
年
間
で
９
億
円
の
指
定
管

理
料
を
支
払
い
ま
す
。
さ
ら
に

市
民
が
払
う
駐
車
場
料
や
利
用

料
は
全
部
指
定
管
理
者
の
収
入

に
な
り
ま
す
。
し
か
も
船
橋
ア

リ
ー
ナ
と
武
道
セ
ン
タ
ー
は
新

年
度
料
金
値
上
げ
ま
で
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
弱
者
が
排
除
さ

れ
企
業
の
儲
け
の
場
に
し
て
い

て
い
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
※
運
営
だ
け
で
な
く
施
設
管

理
も
行
わ
せ
る
）

市
の
体
育
施
設
で

儲
け
る
企
業

エ
ア
コ
ン
購
入
費

助
成
実
現

悪
質
な
給
食
調
理
業
者



あ の 街 こ の 町 　２０２６年 ２・３月 　No. ２４７ （ ２ ）

降
下
訓
練
始
め
に
14
か
国
軍
が
参
加

　
痴
漢
対
策

　

自
衛
隊
が
年
頭
に
習
志
野
演

習
場
で
実
施
す
る
恒
例
行
事

「
降
下
訓
練
始
め
」
が
今
年
は

１
月
11
日
に
あ
り
ま
し
た
。
自

衛
隊
の
安
全
祈
願
を
目
的
と
し

て
い
た
も
の
が
近
年
で
は
外
国

軍
と
の
共
同
軍
事
訓
練
を
一
般

公
開
で
見
せ
る
場
と
な
り
、
行

事
の
目
的
に
は
今
年
か
ら
「
米

軍
等
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
」
が
加
わ
る
な
ど
、

大
き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。

　

【
「
痴
漢
や
暴
力
は
、
犯
罪
で

す　

犯
罪
行
為
に
Ｎ
Ｏ
と
言
う

勇
気
を
」　

あ
な
た
の
「
大
丈

夫
で
す
か
」
の
一
言
に
救
わ
れ

る
人
が
い
ま
す
】
と
書
か
れ
た

ポ
ス
タ
ー
が
１
月
５
日
か
ら
２

月
27
日
ま
で
船
橋
市
内
35
駅
で

掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

痴
漢
は
泣
き
寝
入
り
し
そ
う

な
人
を
狙
う
の
だ
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
遅
刻
の
で
き
な
い
受
験

生
を
狙
う
痴
漢
が
こ
の
時
期
、

多
発
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
痴
漢
の
防
止

や
摘
発
強
化
を
政
府
や
自
治
体

（
警
察
を
含
む
）
、
鉄
道
会
社
に

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
２
３
年
に

　

２
０
１
７
年
に
米
軍
が
初
参

加
、
そ
れ
以
降
、
外
国
軍
の
数

が
増
え
続
け
、
今
年
は
過
去
最

多
の
14
カ
国
で
し
た
。

　

当
日
、
場
内
で
は
「
戦
っ
て

勝
て
る
強
靭
な
陸
上
自
衛
隊
を

目
指
す
」
と
放
送
が
あ
り
ま
し

た
。
憲
法
９
条
の
不
戦
の
誓
い

は
一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
習
志
野
駐
屯
地
に
１

月
５
日
か
ら
１
月
13
日
ま
で
滞

在
し
た
外
国
軍
約
２
５
０
人
は

政
府
に
お
い
て
は
「
痴
漢
撲
滅

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
船
橋

市
に
お
い
て
は
前
述
の
ポ
ス
タ

ー
作
成
の
ほ
か
、
「
受
験
生
と

判
別
さ
れ
な
い
よ
う
私
服
で
の

受
験
も
可
能
で
あ
る
」
や
「
痴

漢
に
あ
っ
た
場
合
は
遅
刻
し
て

も
大
丈
夫
」
と
の
確
認
が
教
育

委
員
会
か
ら
で
き
、
さ
ら
に
は

警
察
官
の
駅
へ
の
増
員
や
車
内

1２月の船橋市議会　議案・日本共産提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
議
長
を
除
く
９
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
10
人
）
、
結
＝
結
（
８
人
）
、

清
風
＝
清
風
会
（
１
名
欠
席
で
４
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
５
人
）
、
市
政
＝
市
政
会
（
３

人
）
、
は
・
三
・
佐
・
朝
＝
無
所
属
４
人

の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席　

欠
＝
欠
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 佐 朝

議
案

特別職の職員の給与等に関する条例及び非常勤の特別職の職員
の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ×️ 〇：２

×：７ 〇 〇：６
退：２ 〇 〇

欠：1 〇 〇 × 〇 ×

船橋市運動公園及び法典公園の指定管理者の指定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇
欠：1 〇 × × 〇 〇

船橋市総合体育館及び船橋市武道センターの指定管理者の指定
について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇

欠：1 〇 × × 〇 〇

意
見
書

（
発
議
案
）

臨時国会での衆議院議員定数の削減を行わないことを求める意見書 否決 〇
〇：３
×：２
退：４

× × × 〇：２
×：３ × 〇 〇 × 〇

後期高齢者医療費窓口負担を一律1割に引き下げることを求める
意見書 否決 〇 × × × × 〇

欠：1 × 〇 〇 × 〇

主
な
陳
情

国民健康保険料に関する陳情書 不採択 〇 〇 × × × 〇
欠：1 × 〇 〇 × 〇

医療センター建て替え予定地の再検討を求める陳情 不採択 〇 〇：３
×：６ × × × 〇

欠：1 × × × × 〇

外国人観光客誘致に関する陳情 採択 〇 〇 × 〇 〇 〇
欠：1 × × × × 〇

夜
間
の
外
出
や
飲
酒
が
規
制
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
沖
縄
な
ど
在

日
米
軍
基
地
の
周
辺
で
は
米
軍

関
係
者
に
よ
る
殺
人
・
窃
盗
・

性
犯
罪
な
ど
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
習
志
野
駐
屯
地
の
周
辺
で

も
同
様
の
事
件
が
起
こ
り
か
ね

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
橋

市
は
市
民
へ
の
周
知
を
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
14
か
国
の
味
方

が
い
て
強
い
か
ら
安
心
だ
と
皆

さ
ん
は
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
と

も
日
本
が
米
国
な
ど
の
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
で
怖
い
と
思

い
ま
す
か
？

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
拡
充
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
女
性
専
用
車
両
が
京

成
松
戸
線
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
必
要
性
を
市
教
委
も
認

め
、
設
置
要
望
を
県
に
提
出
し

て
く
れ
ま
し
た
が
実
現
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
痴
漢
撲
滅
ま

で
日
本
共
産
党
は
粘
り
強
く
頑

張
り
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
も
、
日
本
共
産
党
は
来
年
度
の
予
算
に
向
け
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
４
０
９
通
と
い

う
近
年
に
な
い
数
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
要
望
を
冊
子
に

ま
と
め
、
１
月
13
日
に
市
長
へ
直
接
手
渡
し
、
要
望
事
項
の
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
要
望
実
現
を
目
指
し
て
力
を

つ
く
し
ま
す
。

反対
63.5%

どちらでもない
17.3%

どちらでもない
17.3%

その他
5.4%

無回答 4.9% 賛成
8.9%

■
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
市
の

予
算
を
１
０
０
０
億
円
以
上

も
使
お
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て

■
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
去
年
と

比
較
し
て
き
び
し
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
か

■優先的に実施してほしい政策 （24 項目から５つ選択） の上位５項目

今
年
度
も
予
算
要
望
書
を
市
長
に
提
出

きびしくなった

76.4％

よくなった

3.9％

変わらない

13.7％

無回答6.0％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

反戦平和
生活道路や歩行者の安全対策

医療・介護
保険料の引き下げ

物価高騰対策
71.3%71.3%47.1%47.1%

37.5%37.5%
35.3%35.3%
34.6%34.6%

民
に
負
担
を
求
め
る
も
の
」
と

問
題
視
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
法
は
国
保
を

社
会
保
障
と
位
置
付
け
て
お

り
、
市
税
投
入
を
問
題
に
す
る

の
は
論
外
で
す
。
市
は
「
社
会

保
険
で
、
相
互
扶
助
だ
」
と
し

ま
す
が
、
法
律
の
ど
こ
に
も
相

互
扶
助
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

下
水
道
の
値
上
げ
は
「
市
民

負
担
等
の
状
況
も
踏
ま
え
て
検

討
中
」
と
答
え
ま
し
た
。
大
型

開
発
を
削
っ
て
税
金
は
暮
ら
し

に
使
え
と
、
声
を
あ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

〔船橋市市民協働課　　
　　　作成のポスター〕


